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わがまちホっとニュース　沖縄県国頭村児童交流
12月14日（日）衆議院議員総選挙
道路の除雪作業にご協力を！
平成27年度から保育所や幼稚園等の利用を希望されている皆様へ
平成26年度（上半期）財政の状況・公営事業の業務状況
年末年始の業務について

2014 No.663

12
December

岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町

主 な
内 容

いわみ八宝から新たな岩美グルメ「赤がれいバリバリ丼」登場！

注目
記事 軽自動車税の税率が変わります P6

11/5

骨もバリバリ食べられるようしっかりと揚げ、「海のたれ」「山のたれ」の２種類
の味を楽しめます。２月から３月にかけて町内の民宿など９店で提供される予定。
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世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
再
認
定
を

記
念
し
、
11
月

1
日
（
土
）
ジ

オ
パ
ー
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
、
岩

美
町
中
央
公
民

館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で

は
、
岩
美
町
を

代
表
し
西
垣
副

町
長
が
、
２
０

１
０
年
10
月
3

日
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
初
認
定
の

思
い
や
歩
み
を
振
り
返
り
「
住
民
関

係
者
皆
様
の
4
年
間
の
日
々
の
取
り

組
み
の
成
果
の
賜
物
」
と
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
「
今
か
ら
が
新
た
な
再

ス
タ
ー
ト
」
と
4
年
後
を
見
据
え
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
更
な
る
躍
進
を
期
待
し

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取

県
を
代
表
し
林
副
知
事
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
が
世
界
的
に
認
知
さ
れ
評
価
が
大
変

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
岩
美
町
に
お
け

る
教
育
に
活
か
し
た
取
組
や
集
客
に
向

け
た
体
験
活
動
を
高
く
評
価
し
「
世

界
の
ジ
オ
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
目
指
そ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学

院
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
准
教
授

先
山
徹 

氏
に
「
岩
美
町
の
魅
力
と
ジ

ジオパークフォーラムが盛大に開催

オ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

た
ち
の
生
活
や
文
化
そ
の
も
の
が
ジ
オ

パ
ー
ク
の
恵
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
相
違
点
を
知
る
こ
と
で
改
め
て
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
（
岩
美
町
）
の
魅
力
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
来
年
9
月
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る

『
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ア
ジ
ア
大
会
（
Ａ

Ｐ
Ｇ
Ｎ
）』
に
向
け
て
自
信
に
繋
が
る

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
児
童
・
生
徒
研
究
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
最
優
秀
賞
者
の
表
彰
式
及
び
発
表
・

講
評
を
行
い
ま
し
た
。
個
々
の
身
近
な

疑
問
や
興
味
あ
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
研

究
し
て
お
り
、
応
募
作
品
全
73
点
み
な

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

11
月
２
日
（
日
）、
中
央
公

民
館
講
堂
で
「
文
化
講
演
会
＆

女
と
男
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
山
田
亮
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、「
人
生
い
ろ

い
ろ　

夫
婦
も
い
ろ
い
ろ
」
と

題
し
、
家
事
や
子
育
て
な
ど
実

体
験
を
も
と
に
、
分
か
り
や
す

く
楽
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
を
聞
い
た
方

は
「
実
生
活
の
経
験
を
踏
ま
え

た
内
容
で
分
か
り
や
す
く
て
よ

か
っ
た
」「
家
事
の
こ
と
、
子

育
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
こ
と
、
身
の
回
り
、
身
近
な

こ
と
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
来
て
よ
か
っ
た

で
す
」
な
ど
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
い
た

だ
く
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
の
前
に
は
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
の
方
々
が
、
身
近
に
男
女
共
同
参
画
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
地
元
の
方
言
を
ま
じ
え
た
寸
劇
も

行
い
ま
し
た
。

女性団体連絡協議会による寸劇

テーマ：飲み会で遅くなるのは男性の特権!?

テーマ：公民館がやっている講座に参加する
のは女性ばかり。でも企画はだれが？

「文化講演会＆女と男のつどい」を開催しました！

昔は家の手伝いをするのが当たり前で家族の共同作業が多かっ
たけど、今はどうですか？
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好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月

25
日
（
土
）、
兵
庫
県
立

但
馬
ド
ー
ム
に
お
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ

リ
ア
内
の
小
学
校
対
抗
の

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
３
小
学
校
の

そ
れ
ぞ
れ
男
女
１
チ
ー
ム

ず
つ
を
含
め
、
３
府
県

か
ら
、
男
子
55
チ
ー
ム
、
女
子
54
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熾
烈
な
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
岩
美
西
小
学
校
の
男
子
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
４
区
間

全
部
で
区
間
賞
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
で
し

た
。
子
ど
も
達
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
で
あ
り
、

そ
の
不
断
の
努
力
を
称
え
る
と
同
時
に
、
健
康

面
で
の
配
慮
や
応
援
等
、
お
世
話
に
な
っ
た
保

護
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
７
日
（
金
）、
鳥

取
県
市
町
村
職
員
年
金

者
連
盟
岩
美
郡
支
部
よ

り
、
町
制
施
行
60
周
年

を
記
念
し
て
時
計
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
役
場
町
長
室
に
て
飯
野
幸
義

会
長
よ
り
町
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
時
計
は
、
役
場

１
階
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　区長の異動がありました。地域のまとめ役として、また、

役場と町民の皆さんをつなぐ役としてお世話になります。

今後とも格別のご協力をお願いいたします。

　また、前任の皆さんには大変お世話になり、ありがと

うございました。紙面を借りて厚くお礼申し上げます。

　

10
月
21
日
（
火
）、
岩
美
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
岩
美
町

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鳥
取
県
沖
東
部
断
層
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
本
庄
、
小
田
、
岩

井
、
蒲
生
地
区
の
住
民
約
４
２
０
名
と
南
小
学
校
、
み
な
み
保
育

所
の
児
童
・
園
児
２
５
８
名
が
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
、
鳥
取
海
上
保
安
署
、
消

防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
、
鳥
取
警
察
署
、
東
部
広

域
消
防
局
、
岩
美
町
消
防
団
、
岩
美
町
赤
十
字
奉

仕
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
防
災
士
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
防
災
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
避

難
広
報
訓
練
、
消
火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
物

資
搬
送
訓
練
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

３
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
あ
の

惨
状
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

皆
さ
ん
が
地
震
等
の
災
害
が
起
き
た

と
き
に
自
身
や
家
族
を
守
る
た
め
に

ま
ず
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る

の
か
を
日
頃
か
ら
考
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

岩美町防災訓練を実施しました

山陰海岸ジオパーク小学生
駅伝競走大会男子の部優勝

　

岩
美
町
で
昔
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
岩
井

お
ぐ
ら
屋
の「
木
彫
人
形
十
二
支
の
未（
ひ
つ
じ
）」

が
平
成
27
年
用
年
賀
郵
便
切
手
に
な
り
ま
し
た
。

　

愛
く
る
し
い
表
情
を
し
た
未（
ひ
つ
じ
）と
一
緒

に
大
切
な
方
へ
新
年
の
ご
挨
拶
を
し
ま
せ
ん
か
。

販
売
期
間

：

平
成
27
年
1
月
9
日
（
金
）
ま
で

販
売
場
所

：

全
国
の
郵
便
局
等

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

左：年賀郵便切手
　　（寄附金、お年玉くじなし）
右：寄附金付お年玉付年賀
　　郵便切手

「岩井木彫人形」が年賀
郵便切手になりました

時計を寄贈して
いただきました

お世話になります 　　　　　　　（敬称は省略させていただきました。）

地区 集落名 役　職   氏　　　　 名

田後

１区 区　長 山　田　秀　行
２区 〃 西　山　幸　則
３区 〃 古　泉　芳　穂
４区 〃 岸　本　美　裕
５区 〃 吉　田　幸　男
６区 〃 加　藤　政　人
８区 〃 武　田　幸　雄
10区 〃 松　野　泰　行
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岩
美
町
と
国
頭
村
は
、
昭
和
60

年
の
「
鳥
取
わ
か
と
り
国
体
」、
昭

和
62
年
の
「
沖
縄
海
邦
国
体
」
で
、

双
方
が
重
量
挙
げ
の
競
技
会
場
と

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

児
童
交
流
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
で
25
回
目
の
節
目
と
な
る

交
流
は
、
10
月
７
日
（
火
）
か
ら

10
月
10
日
（
金
）
の
４
日
間
に
行
わ

れ
、
榎
本
町
長
、
船
木
町
議
会
議

長
を
は
じ
め
、
町
内
３
小
学
校
の
６

岩
見
　
　
凱　

４
日
間
の
沖
縄
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
き
れ
い
な
自
然

が
あ
り
ま
す
が
、
悲
し
い
過
去
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
村
　
　
樹　

ぼ
く
が
こ
の
４
日
間
で
沖
縄
の
人
の
温
か
さ
、
戦
争
の
中
を
生
き

て
き
た
人
々
の
過
酷
さ
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
で
学
ん
だ
こ

と
を
、
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
谷
　
衣
舞　

沖
縄
の
独
特
な
文
化
や
生
き
物
の
こ
と
、
そ
し
て
沖
縄
で
あ
っ
た

戦
争
の
こ
と
を
、
す
ご
く
学
べ
ま
し
た
。
２
月
に
あ
る
岩
美
町
の

交
流
が
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。

板
倉
　
由
佳　

私
が
沖
縄
交
流
で
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
海
岸
散
策
で
す
。
海
は

と
て
も
き
れ
い
で
貝
が
ら
や
サ
ン
ゴ
が
あ
り
、
写
真
た
て
を
作
り

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

谷
口
空
悠
海　

私
は
、
沖
縄
交
流
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

沖
縄
の
人
た
ち
の
温
か
さ
や
明
る
さ
、
そ
し
て
70
年
前
に
起
こ
っ
た

沖
縄
で
の
悲
惨
な
出
来
事
な
ど
で
し
た
。

岩
﨑
　
眞
春　

ぼ
く
は
、
沖
縄
交
流
で
色
々
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
沖
縄
は

岩
美
と
全
く
違
う
文
化
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
文
化
も
、
墓
の

形
も
全
く
違
い
ま
し
た
。

中
村
　
尊
哉　

沖
縄
交
流
で
は
、
文
化
の
違
い
や
ア
メ
リ
カ
の
商
品
の
多
さ
、
ド

ル
で
も
ら
っ
た
お
つ
り
に
驚
き
ま
し
た
。
海
の
青
さ
は
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

柴
田
　
杏
夏　

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
夜
は
北
国
小
学
校

の
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
一
緒
に
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
し
て
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

川
田
　
浩
大　

平
良
啓
子
先
生
が
対
馬
丸
の
講
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
戦
争
は
二
度
と
お
こ
し
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

西
原
　
唯
華　

私
が
沖
縄
に
行
っ
て
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
見

た
こ
と
で
す
。
こ
の
沖
縄
交
流
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
ず
ク
ラ
ス
の

友
達
に
伝
え
た
い
で
す
。

谷
口
　
一
将　

ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
平
良
啓
子
先
生
の
講
話
で

す
。
対
馬
丸
が
し
ず
め
ら
れ
、
６
日
間
も
流
さ
れ
た
こ
と
に
大
変

心
が
痛
み
ま
し
た
。

岩美西小学校岩美北小学校岩美南小学校

 参加した児童の感想 

第25回

岩美町・沖縄県国頭村児童交流
　　　　　　　～沖縄での体験活動～ 10/7

～10/10

村
上
　
魁
杜　

交
流
で
、
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
た
の
は
平
和
学
習
で
す
。
平
良
啓

子
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
て
、
戦
争
は
も
の
す
ご
く
こ
わ
い
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

中
島
　
成
美　

私
は
、
平
良
啓
子
さ
ん
に
聞
い
た
戦
争
の
話
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
今
の
時
代
に
生
ま
れ
、幸
せ
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

西
川
　
郁
実　

沖
縄
交
流
で
心
に
残
っ
た
の
は
、
平
良
啓
子
さ
ん
が
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
対
馬
丸
の
こ
と
で
す
。
想
像
以
上
に
戦
争
は
悲
惨
で
怖
い

も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

山
本
　
裕
太　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
そ
の
人

も
ぼ
く
と
同
じ
く
野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン
で
し
た
。
話
も
合
い
、
す

ぐ
仲
よ
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
西
由
美
香　

い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
沖
に
出
て
、
波

や
風
に
流
さ
れ
て
な
か
な
か
も
ど
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
ど

れ
た
時
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

年
生
児
童
16
名
、
教
員
等
６
名
の

計
24
名
が
国
頭
村
を
訪
問
し
ま
し

た
。
台
風
の
影
響
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部
分
は

あ
り
ま
し
た
が
、
児
童
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
奥
間
小
学
校
で
の
交
流
な

ど
、大
き
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

２
月
に
は
国
頭
村
の
児
童
た
ち
が

雪
景
色
の
岩
美
町
を
訪
問
す
る
予

定
で
す
。
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岩
美
町
は
平
成
26
年
12
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
！

　

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

平
成
26
年
6
月
下
旬
に
ご
案
内
と
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申

請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続
き
を

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。（
公
務
員
の
方
は

所
属
庁
か
ら
案
内
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
が
で

き
な
く
な
り
、
給
付
金
の
受
け
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問○
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
☎
73

－

１
３
３
３
（
福
祉
課
）

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
☎
73

－

１
４
１
５

 

（
住
民
生
活
課
）

○
制
度
に
つ
い
て
は
、

　
　
☎
０
５
７
０

－

０
３
７

－

１
９
２

 

（
厚
生
労
働
省
）

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年

３
月
以
降
に
実
施
す
る
選
挙
に
つ
い
て
、

投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
繰
上
げ
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
討
案
、
意
見
募
集
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）、

中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
12
月
29
日
（
月
）
ま
で

【
意
見
提
出
方
法
】
郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
窓
口
、

中
央
公
民
館
、
地
区
公
民
館
い
ず
れ
で
も

結
構
で
す
。

問　

岩
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

（
役
場
総
務
課
内
）

☎
73

－

１
４
１
１　

FAX 

73

－

１
５
６
９

E-m
ail

：soum
u@

iw
am

i.gr.jp

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る

こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
は
寄
附
禁
止
の
ほ
か
、
選
挙
区

内
の
人
に
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
な
ど
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
き
れ
い
な
選
挙
・

お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

問　

岩
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）
☎
73

－

１
４
１
１

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

�

～
投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
繰
上
げ
に
つ
い
て
～

　

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

 
午
後
８
時
ま
で

　

町
内
22
箇
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
一
斉
に
投
票
が
始
ま
り
午
後
８
時
で
締

め
切
ら
れ
ま
す
。

（
注
）
次
の
投
票
所
は
終
了
時
間
が

繰
り
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

田
河
内
・
鳥
越
…
…
…
午
後
５
時
ま
で

　

洗
井
・
長
谷
・
白
地
…
午
後
６
時
ま
で

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
入
場
券
は
郵
便
で
皆
さ
ん
の
お

宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
投
票
日
ま
で
大
切
に

保
管
し
、
投
票
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
地
の
投
票
所
に
行
け
ば
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は

 

期
日
前
投
票
か
不
在
者
投
票
を

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
り
、

住
所
地
の
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
美
病
院
な
ど
指
定
施
設
に
入

院
し
て
い
る
方
や
、
選
挙
期
日
に
20
歳
と

な
る
が
、
現
在
19
歳
で
あ
る
方
等
は
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
等
の
期
間

《
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間
》

　
12
月
３
日
（
水
）
～
12
月
13
日
（
土
）

 

※
た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
に
つ
い
て
は
12
月
７
日
（
日
）
か
ら

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８
時

【
場
所
】
岩
美
町
役
場　

１
階
町
民
ホ
ー
ル

　

投
票
の
順
序

　

初
め
に
小
選
挙
区
の
投
票
を
行
い
、
次

に
比
例
代
表
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

　

開
票
は
、
午
後
８
時
50
分
か
ら

　

開
票
は
、
岩
美
町
中
央
公
民
館
講
堂
で

行
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

○
年
齢
要
件

平
成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

○
住
所
要
件

　

平
成
26
年
９
月
１
日
以
前
に
転
入
し
、

転
入
届
を
提
出
し
て
、
引
き
続
き
３
ヶ
月

以
上
岩
美
町
に
住
所
を
有
す
る
方

　

ま
た
、
岩
美
町
を
転
出
し
、
新
住
所
地

に
平
成
26
年
９
月
１
日
ま
で
に
転
入
届
を

提
出
し
て
い
な
い
方
は
岩
美
町
に
お
い
て

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

岩
美
町
選
挙
管
理
委
員
会

 

（
役
場
総
務
課
内
）
☎
73

－

１
４
１
１

12
月
14
日
（
日
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙

臨
時
給
付
金
の

申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す



お知らせ

広報いわみ  2014年12月号 6

　

「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
母
子
家

庭
や
父
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定

や
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
公
的
年
金
が
受
給
で
き
る
方

は
、
支
給
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
（
平
成

27
年
4
月
支
給
分
）
か
ら
、
公
的
年

金
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
よ
り

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い

て
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

岩
美
町
福
祉
事
務
所

（
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

73

－

１
３
３
９

通
学
費
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

本
町
で
は
、
中
学
生
及
び
高
校
生

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
、
町
内
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
通
学
用
の
バ

ス
定
期
券
の
購
入
費
を
補
助
し
て
い

ま
す
。（
中
学
生
は
岩
美
中
学
校
に

通
う
生
徒
に
限
る
。）

　

こ
れ
は
、
通
学
用
に
町
内
路
線
バ

ス
の
定
期
券
を
購
入
し
た
場
合
、
１

月
当
た
り
３
，
０
０
０
円
を
超
え
る

部
分
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。（
同

一
世
帯
か
ら
同
時
に
２
人
以
上
が
定

期
券
を
購
入
し
た
場
合
、
２
人
目

以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
１
月
当
た
り
１
，

５
０
０
円
を
超
え
る
部
分
を
補
助
し

ま
す
。）

軽自動車税の税率が変わります
　平成26年度の税制改正で車体

課税全体の見直しがされ、長期間

据え置かれていた軽自動車税の税

率について引き上げが行われまし

た。

　車両の種別と新車登録日の区分

によって、平成27年度及び平成

28年度以後の税額が変わります。

税率（年税額）

○軽自動車（３輪以上のもの）

☆平成28年度以後
　グリーン化を進める観点から、軽自
動車（３輪以上のもの）の内、初度検
査年月から13年を経過した車両は次
のとおり重課となります。

車両の種別
現行税額

(平成26年度)
新 税 額

(平成27年度以後)

原動機付
自 転 車

総排気量50cc以下 1,000円 2,000円

２輪
50cc超 90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽自動車
２輪(125cc超250cc以下) 2,400円 3,600円

雪 上 車 2,400円 3,600円

小型特殊
自 動 車

農耕作業用(コンバイン等) 1,600円 2,400円

その他(フォークリフト等) 4,700円 5,900円

２輪の小型自動車(250cc超) 4,000円 6,000円

車両の種別
現行税額

(平成26年度)

新 税 額
(平成27年度以後)

平成27年3月31
日 以 前 に 新 車
登録した車両

平 成27年4月1
日以後に新車
登録した車両

３輪 3,100円

現行税額と
同じ

3,900円

４輪以上

乗　用
営業用 5,500円 6,900円

自家用 7,200円 10,800円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円

自家用 4,000円 5,000円

車両の種別
新 税 額

(平成28年度以後)
３輪 4,600円

４輪以上
乗　用

営業用 8,200円
自家用 12,900円

貨物用
営業用 4,500円
自家用 6,000円

問　税務課　☎73－1413

申
請
手
続
き
及
び
補
助
制
度
の
詳

細
に
つ
い
て

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
岩
美
町
教
育
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
＊
岩
美
中
学
生
の
通
学
費
補

助
に
つ
い
て
は
岩
美
中
学
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
申
請
書
類
は
定
期
券
購
入

の
都
度
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
既
に
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
。）

問　

岩
美
町
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
係 

☎ 

73

－

１
３
０
１



お知らせ

　

本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
、
国
・
県
・
町
で
は
車
の

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま

す
。

　

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

た
っ
た
１
台
の
路
上
駐
車
の
た
め
に
、

除
雪
車
が
前
に
進
め
ず
除
雪
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
作
業
が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
や
消
防
車

な
ど
の
緊
急
自
動
車
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

○
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
道
路
脇
に
残
っ

た
雪
を
道
路
に
出
す
と
、
交
通
障
害
や
夜

間
の
路
面
凍
結
な
ど
、
交
通
事
故
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
玄
関
前
の
雪
処
理
は
各
家
庭
・
地
域
で
お
願
い

し
ま
す

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
通
路
へ
の
出
入
り
口
に
は
押

し
寄
せ
ら
れ
た
雪
が
残
り
ま
す
が
、
出
入
り
口
の
除
雪

処
理
は
、
各
家
庭
・
地
域
の
皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
障
害
物
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い

　

車
庫
の
前
や
車
道
の
ふ
ち
に
置
い
て
あ
る
鉄
板
や
木

材
な
ど
は
、
除
雪
車
を
破
損
さ
せ
た
り
、
除
雪
作
業
を

妨
げ
た
り
す
る
の
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

（
道
路
部
分
に
無
許
可
で
置
い
て
あ
る
も
の
は
、
破
損

し
て
も
補
償
で
き
ま
せ
ん
）

○
早
朝
、
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

早
朝
や
深
夜
の
除
雪
作
業
は
、
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン

音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

問　

産
業
建
設
課　

☎
73

－

１
５
６
２

○
道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
を
伐
採
し
て
く
だ
さ

い
！

　

道
路
や
歩
道
へ
、
樹
木
や
枝
が
民
地
（
山
林
含
む
）

か
ら
は
み
出
て
、
歩
行
者
や
自
動
車
、
特
に
大
型
車
の

通
行
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
、
国
・
県
・
町
で
除
雪

を
行
う
に
あ
た
り
除
雪
作
業
に
も
支
障
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
突
風
で
樹
木
が
折
れ
た
場
合
は
、
交
通

の
支
障
と
な
る
場
合
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
民
地
か
ら
は
み
出
た
樹
木
や

倒
木
は
早
め
の
伐
採
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
道
路
上
に
樹
木
が
出
て
い
ま
す
と
、
こ
の
よ
う

な
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
樹
木
が
標
識
を
隠
し
て
し
ま
い
、
運
転
者
が
必
要
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
、
交
通
事
故
が
お
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
樹
木
が
歩
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
と
歩
行
者
が
車
道
を

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
交
通
事

故
が
お
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
運
転
者

側
と
し
て
も
、
歩
道
の
し
げ
み
の
影
か
ら
急
に
歩
行

者
が
現
れ
、
発
見
が
遅
れ
る
た
め
大
変
危
険
で
す
。

・
毛
虫
や
木
の
実
な
ど

が
上
か
ら
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
け
が
を

す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

・
自
動
車
（
特
に
大
型

車
）
が
樹
木
に
あ

た
っ
て
車
が
傷
つ
い

た
り
、
折
れ
た
枝
が

道
路
上
に
散
乱
し
て

危
険
で
す
。

　

雪
の
降
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
自
力
で
行
う

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
に
、
雪
下
ろ
し
に
か

か
っ
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
要

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
項
目
を
ご
確
認
の
う
え

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
町
村
民
税
非
課
税
で
次
に

掲
げ
る
世
帯

① 

次
の
ア
～
エ
に
該
当
す
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
（
18
歳
未
満
の
児
童
の
同
居
は
可
）

　
　

ア
）
65
歳
以
上
の
者

　
　

イ
）
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
又
は
2
級
の
所
持
者

　
　

ウ
）
療
育
手
帳
所
持
者

　
　

エ
）
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
又
は
2
級

の
所
持
者

② 

母
子
世
帯
（
18
歳
未
満
の
児
童
）

③ 

そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
世
帯

※
親
族
等
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
、
施

設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
等
は
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
．
助
成
の
内
容

（
1
）
助
成
対
象
経
費

　

住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
玄
関
前
、
通
路
等
に

下
ろ
し
た
雪
の
最
小
限
度
の
片
付
け
に
要
し
た
経
費
。

（
2
）
助
成
額

　

１
０
，
０
０
０
円
（
助
成
対
象
経
費
が
１
０
，
０
０
０

円
に
満
た
な
い
場
合
は
全
額
）

※ 

同
一
年
度
内
に
２
回
ま
で
で
、
申
請
に
は
領
収
書

と
雪
下
ろ
し
前
後
の
写
真
が
必
要
で
す
。

問　

福
祉
課　

☎
73

－

１
３
３
３

道
路
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を
！

道
路
と
接
す
る
民
地
の

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
等
の

雪
下
ろ
し
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
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道路

伐採をお願いする範囲
境界 境界
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　平成27年度から「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。
　この制度では、保育所や幼稚園等を利用される際に、保護者の就労状況などをもとに保育が必要である

（保育の必要性）という認定を受けることとなります。
　平成27年度から保育所や幼稚園等の利用を希望されている方は、入所を希望する保育所等へ入所や入
園の申込と同時に「認定申請書」の提出が必要となります。
※認定の詳細については広報11月号または町ホームページでご確認ください。

１．保育所の利用を希望される方の手続き
について

○申請期間　平成26年12月1日（月）～ 12月19日（金）
○提出書類等
　①支給認定申請書（入所申込を兼ねる）
　②印鑑（申請書に押印）
　③保育が必要な事由を証明する書類（※下表参照）
　④平成26年1月2日以降に岩美町に転入された場合

は、保護者の所得課税証明書
○受付窓口
　利用を希望される町内の各保育所又は役場住民生活課
○受付時間
・各保育所　月～金曜日 ：8時～ 17時、土曜日は12時まで
・役場住民生活課　月・水・金曜日 ：8時30分～ 17時15分
　　　　　　　　　火・木曜日 ：8時30分～ 19時

現在、保育所を利用しておられる方

　保育所より支給認定申請書をお配りしています。提
出書類をご確認の上、希望する保育所または役場住民
生活課へ申請期間内に提出してください。

平成27年４月より（年度中途含む）新しく入所を希望
される方

　入所希望の保育所、または役場住民生活課で申請手続
きをお願いします。
※申請書・添付書類の様式は町ホームページからダウン

ロードできます。
≪注意事項≫　保育を必要とする事由について
　保護者の方が以下のいずれかの事由に該当する場合に
保育所の利用ができます。
　申請書の提出の時には、事由に応じた書類の提出をお
願いします。

事　　　由 必　要　書　類

就労等
健康保険証（職場の記載があるもの）の写し又
は就労証明書、農林業等の場合は、耕作証明書

（役場産業建設課発行）と就労証明書

妊娠・出産
母子健康手帳の写し

（表紙および出産予定日の分かるページ）

疾病・障害 診断書又は障害者手帳の写し（4級以下は診断書必要）

介護・看護 診断書、障害者手帳の写し又は介護・看護証明書

災害復旧
罹災証明書等（火災：消防署にて証明、その他
の災害：役場総務課にて証明）

求職活動 ハローワークカード等

就学 在学証明書又は学生証の写し及び履修状況の分かるもの

育児休業 育児休業・職場復帰日証明書又は育児休業取得承認書

虐待・DVのおそれ 役場住民生活課にご相談ください。

町内の保育所一覧
町内保育所 住所 電話番号 開所時間 乳児保育 障がい児

町立浦富保育所 浦富2171 72－2813
7:00 ～
　19:00

6 ヶ月～ ○

町立大岩保育所 大谷2410 72－2589
7:00 ～
　19:00

6 ヶ月～ ○

町立みなみ保育所 新井55 73－0890
7:00 ～
　19:00

6 ヶ月～ ○

土曜午後保育：大岩保育所で実施（町内の別の保育所に通っておられる
児童の方も利用できます）

一時保育：浦富保育所で実施

平成27年度から保育所や幼稚園等
の利用を希望されている皆様へ

利用手続きの
ご案内

問　岩美町役場 住民生活課 子育て支援係
〒681-8501　岩美町大字浦富675番地1

☎0857-73-1415　FAX 0857-73-1569

【E-MAIL】jyumin＠iwami.gr.jp

【ホームページ】http://www.iwami.gr.jp/

2．幼稚園・認定こども園の利用を希望さ
れる方の手続きについて

　町内には、幼稚園・認定こども園はありませんが、

幼稚園は、現行の制度のままの園と新制度に移行する

園と２種類あります。

　園の移行状況については各園にご確認ください。

新制度に移行する園の利用を希望の方

　入園申込は各園で行ってください。町へは入園内定

後に認定申請書の提出をお願いします。

○認定申請期間

　平成26年12月1日（月）～12月19日（金）

○提出書類等

　①支給認定申請書

　②印鑑（申請書に押印）

　③平成26年1月2日以降に岩美町に転入された場合

は、保護者の所得課税証明書

○受付窓口

　利用を希望される園または役場住民生活課

○受付時間

・幼稚園・認定こども園

　希望する園にお問い合わせください。

・役場住民生活課
　月・水・金曜日 ：8時30分～ 17時15分

　火・木曜日 ：8時30分～ 19時

現行制度のままの園の利用を希望の方

　直接、利用を希望する園で手続きを行ってください。



広報いわみ  2014年12月号9

　平成26年12月４日（木）から10日（水）までの１週間は、人権週間です。
　この週間は、昭和23年12月10日の第３回国際連合総会において「世界人権
宣言」が採択された日を記念して定められ、今年で66回目を迎えます。
　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世界の
すべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の基準を定めています。

■平成26年度啓発活動重点目標
　「みんなで築こう　人権の世紀
　　　　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～」 のほか
○女性の人権を守ろう　　　○高齢者を大切にする心を育てよう
○子どもの人権を守ろう　　○障がいのある人の自立と社会参加を進めよう
○同和問題に対する偏見や差別をなくそう　など
　皆さんも「思いやりの心」や「かけがえのない命」について、もう一度考え
てみませんか。

第66回人権週間

　

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
女
性
会
議
は
、
性
別
に
関
係
な

く
誰
も
が
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
、
様
々

な
課
題
の
解
決
策
を
求
め
て
全
国
か
ら
二
千
人
を
超
え
る
参
加

者
が
集
ま
り
熱
い
討
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
「
女
性
の

活
躍
推
進
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
分
科
会
と
特
別
講
演
・
記
念
講

演
に
参
加
し
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
「
女
性
が
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
女
性
が
働
き
に

く
い
実
情
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と
の

難
し
さ
、
働
く
女
性
の
た
め
の
環
境
整
備
、
雇
用
関
係
の
問
題

点
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
残
っ
て
い
る
女
性
へ
の
偏
見
や
意
識
の

変
革
が
必
要
な
こ
と
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

山
口
香
さ
ん
が
男
性
社
会
の
風
潮
が
強
く
残
っ
て
い
る
柔
道
界

に
お
い
て
、
女
性
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
、
自
ら
の
人
生
を

切
り
拓
い
た
歩
み
、
そ
の
道
か
ら
得
た
経
験
な
ど
を
通
し
て
男

と
女
の
違
い
を
認
め
、
違
い
を
尊
重
し
、
違
っ
た
価
値
を
見
出

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
力
強
く
話
さ
れ
大
変
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
２
日
間
で
、
特
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
の

考
え
方
や
見
逃
し
て
い
る
差
別
に
つ
い
て
、
す
ぐ
気
付
く
感
性

を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

飯
野
幸
義

　

日
本
女
性
会
議
に
出
席
し
て
、

１
日
目
は
各
分
科
会
に
分
か
れ

て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２

日
目
は
特
別
講
演
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
大
平
ま
ゆ
み
さ
ん
、

記
念
講
演
に
柔
道
家
の
山
口
香

さ
ん
の
力
強
い
講
演
で
大
い
に

パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、「
気
も
愛
も
音
楽
も
自
分
か

ら
発
す
る
」
と
い
う
大
平
さ
ん

の
言
葉
で
し
た
。
何
事
も
自
分

か
ら
発
し
な
い
と
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
「
未
来
の
景
色
は
私
た

ち
が
変
え
る
」
と
あ
り
ま
す
が

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
岩
美

町
も
道
の
駅
の
建
設
に
取
り
か

か
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
で
ひ
と

つ
の
心
に
な
り
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
発
し
、
協
力
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。 

下
根
鈴
江

　

今
回
参
加
し
て
、
印
象
、
感
想
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
一
言

で
い
う
と「
感
心
す
る
こ
と
ば
か
り
の
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
っ
た
」

に
尽
き
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
は
以
前
か
ら
何

度
も
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
今
ひ
と
つ
「
共
同
参
画
」
の
意

味
が
つ
か
め
ず
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
。「
男
女
が
お
互
い

に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関

わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
社

会
の
実
現
」
と
聞
い
て
、
ぼ
ん
や
り
と
で
も
ゴ
ー
ル
地
点
が
見

え
て
き
て
、そ
こ
に
至
る
道
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
は
、
単
な
る
男
性
と
女
性
と
の

性
的
関
係
改
善
の
問
題
で
は
な
く
、
労
働
、
福
祉
、
社
会
保
障

な
ど
の
政
治
経
済
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
日
本
が
本
当
に
民
主
的
な
国
家
で
あ
る
た
め
に
、
現
状
に

は
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
初
日
、
参
加
し

た
分
科
会
で
は
個
性
的
な
道
を
歩
ん
で
来
ら
れ
た
四
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
も
意
味
深
く
、
共
鳴
で
き
る

部
分
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。「
男
女
共
同
参
画
」
の
意
味
が
少
し

わ
か
っ
て
き
て
、
さ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
今
は
漠
然
と
〈
家
庭
・
地
区
・
地
域
の
中
で
自
分
に
出

来
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
〉と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
出
来
る
だ
け
具
体
的
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
山
勝
之
進

　10月17 ～ 18日の2日間、北海道札幌市で「日本女性会議2014札幌」が開催されました。テーマに「未来
の景色は、わたしたちが変える。」を掲げ、女性にとっても男性にとっても暮らしやすい社会の実現に向けて、
これまで培ってきたものを糧に、一人ひとりが、新たな一歩を踏み出し、未来へつながる男女共同参画社会
を創る強い思いが込められた大会でした。毎年女性のみで参加していましたが、今回初めて男性も参加され
ましたので報告書の一部をご紹介します。

　今回は15分科会の中の「働くオンナの
サバイバル～女性が社会で活躍するため
にひつようなこと～」「ワークもライフも
子育ても！これからの男子の生きる道」
「おうちビジネスって何？女性が輝く働き
方」「農業女子が地域を変える！」に参加
　　しました。

日本女性会議2014札幌
～未来の景色は、わたしたちが変える。～

男女共同参画

参加報告 パート1



広報いわみ  2014年12月号 10

切
り
離
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

平成26年
12月発行
第６号

岩美町地域包括支援センター通信

か き つ ば た

～大きなふくろを　かたにかけ
　　　　大黒さまが　きかかると...♪♪～

　“いつまでも元気に生活したい”、というのは、皆さん共通の願いだと思いますが、介
護が必要になる方は年々増加しており、中でも、足腰が弱って、転倒、骨折を機に介護
が必要になる方が多くなっています。元気に生活していくためには、足腰が丈夫である
ことが、とても大切になります。
　今回は、岩美町出身の作曲家、田村虎蔵氏が作曲した童謡に合わせて体を動かす、「玉
手箱体操」について紹介します。

　玉手箱体操とは．．．
　なじみの童謡に合わせて、誰もが簡単に楽しく、足腰の筋力を丈夫にしたり、転倒し
ないようにバランス感覚を養う運動ができます。玉手箱体操は、岩美町のみなさまに、“い
つまでも若々しく生き生きと笑顔で暮らしていただきたい”、という願いをこめて、平成
20年に誕生した体操です。
　「大黒様」や「一寸法師」などの曲が長きにわたり歌い継がれてきたように、この体操も、
町民のみなさまの体から体へ動き伝えられ、お
一人おひとりが元気になるよう活用していた
だきたいと思っています。

問い合わせ先：岩美町地域包括支援センター（福祉課内）　　　☎７２－８４２０

●玉手箱体操について知りたい、やってみたいという方は
・お気軽に、地域包括支援センターまでご連絡ください。サロンや地域の集まりにも、

出掛けさせていただきたいと思っています。

・岩美チャンネルでも、９時30分、15時30分の２回、玉手箱体操を放送しています

ので、ご覧ください。

　この度、玉手箱体操が、みなさまの少しでも

身近で広がっていけるよう、「介護予防運動普及

員養成講座」を開催しました。受講していただ

いたみなさまには、今後、身近な地域の中で玉

手箱体操が広がっていくようにサポートしてい

ただきたいと思っています。
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介
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問
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2
0

1
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岩
美
町
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
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遊
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／
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時
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／
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よ
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、日

程
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。
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前
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く
す
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検
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／
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／
午
後
1時

30
分
～
午
後
3時

対
象
／
ご
予
約
を
い
た
だ
い
た
方

9
火

●
６
歳
児
歯
科
健
診

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

受
付
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。
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平成26年度 特別会計執行状況 (平成26年９月30日現在)町民の税負担状況 (平成26年９月30日現在)

財産・公債及び一時借入金の状況 (平成26年９月30日現在)

平成26年度　一般会計歳入・歳出予算及び執行状況

平成26年度（上半期）

財政の状況
　地方自治法及び地方公営企
業法の規定により町の財政状
況をお知らせします。
　平成26年12月
� 岩美町長　榎 本 武 利

区　　分 調定額 収入額 徴収率(%)
町 民 税 (個 人) 397,316 175,595 44.2%
 　 〃　  (法 人) 19,810 18,282 92.3%
固 定 資 産 税 544,738 334,977 61.5%
　 〃　(交 付 金) 1,121 1,121 100.0%
軽 自 動 車 税 35,581 32,262 90.7%
市町村たばこ税 34,556 34,556 100.0%
入 湯 税 1,009 770 76.3%
　 合　　　 計　 1,034,131 597,563 57.8%
国民健康保険税 386,321 126,176 32.7%

(単位：千円：滞納繰越分含む) (単位：千円)

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付会計 1,356 210 1,002
代替バス運送事業会計 33,894 4,579 20,098
後 期 高 齢 者 医 療 会 計 138,430 43,766 96,503
国 民 健 康 保 険 会 計 1,493,369 567,989 879,009
集落排水処理事業会計 124,357 20,771 74,882
公 共 下 水 道 事 業 会 計 464,877 68,478 288,206
介 護 保 険 会 計 1,564,449 628,962 919,052
訪問看護ステーション会計 42,590 13,846 24,670

区　　　　分 現在高

一
　
般
　
会
　
計

財 政 調 整 基 金 923,138
公 共 施 設 建 設 基 金 1,231,979
減 債 基 金 106,000
福 祉 環 境 整 備 基 金 818,389
地 域 福 祉 基 金 164,556
そ の 他 313,864

特
　
別
　
会
　
計

住宅新築資金等貸付事業積立基金 0
国 民 健 康 保 険 積 立 基 金 231,060
集 落 排 水 処 理 事 業 積 立 基 金 81,536
公 共 下 水 道 積 立 基 金 30,227
介 護 給 付 費 準 備 基 金 11,470
訪問看護ステーション積立金 13,221

貸 付 金 216,863
出 資 金 等 102,521
　 合 　 　 　 計 　 4,244,824

区　　分 土　　地 建　　物
　 本 　 庁 　 舎 　 19,528.73 5,388.47

公共用

財　産

小・ 中 学 校 129,213.90 23,903.31
公 営 住 宅 52,007.60 15,123.29
そ の 他 の 施 設 239,811.00 29,795.21

　 山 林・ 原 野・ そ の 他　 37,983.39 3,764.28
　 合 　 　 　 計 　 478,544.62 77,974.56

会　計　名 現　在　高 一時借入金
　 一　　 般　　 会　　 計　 6,357,699 　－

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付会計 4,108 －
集 落 排 水 処 理 事 業 会 計 944,008 －
公 共 下 水 道 事 業 会 計 3,916,196 －
訪問看護ステーション特別会計 30,488 －

　 合 　 　 計 　 11,252,499 －

積立金及び債権 （単位：千円） 財　　　産 (単位：㎡ )

町債・一時借入金残高 (単位：千円)

＊予算額は平成26年９月末現在、（　　）内の額は同月末現在の収入･支出済額
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公営事業の 業務状況 水 道 事 業

給　水　状　況 (平成26年９月30日現在)

（単位：千円）（単位：千円）

給水件数（件） 給水人口（人）

0

100

26年3月末

200

300

400

4,100

26年9月末 26年3月末 26年9月末
0

200

400

600

800

1,000

1,200

10,000

蒲生・白地741 730

1,001 1,012 岩井

182 小田

蒲生・白地

181

325

76 長谷

327

410 岩井

76

407

4,049 4,049 広域

217 215 長谷

9,712 9,627 広域

457 454 小田

経理状況 （平成26年４月１日～９月30日） 貸借対照表 （平成26年９月30日現在）

（単位：千円）

有形固定資産 （平成26年９月30日現在）

区　　　　　分 予算額 執行額

収
　
益
　
的

収
　
入

水 道 事 業 収 益 274,667 112,687

営 業 収 益 214,458 108,713

営 業 外 収 益 60,209 3,974

支
　
出

水 道 事 業 費 用 336,156 54,614

営 業 費 用 234,641 31,925

営 業 外 費 用 50,658 21,415

特 別 損 失 50,707 1,274

予 備 費 150 0

資
　
本
　
的

収
　
入

資 本 的 収 入 105,850 6,704

企 業 債 46,000 0

出 資 金 13,638 6,704

負 担 金 46,212 0

支
　
出

資 本 的 支 出 222,420 57,477

建 設 改 良 費 128,727 11,189

企業債償還金 93,692 46,288

基 金 積 立 1 0

借　　　　　方
科　　目 金　額

固 定 資 産 3,532,844
有形固定資産 3,531,817

無形固定資産 0

投 資 1,027

流 動 資 産 281,615
現 金 預 金 253,714
未 収 金 25,429
貯 蔵 品 182
前 払 金 0
仮 払 消 費 税 2,290

水 道 事 業 費 用 53,153
　 合　　 計　 3,867,612

貸　　　　　方
科　　目 金　額

固 定 負 債 1,913,134
企 業 債 1,913,134

流 動 負 債 55,560
企 業 債 47,403
未 払 金 0
引 当 金 0
預 り 金 944
仮 受 消 費 税 7,213

繰 延 収 益 938,747
長期前受金 938,747

資 本 金 631,265
資 本 金 631,265

剰 余 金 223,432
資 本 剰 余 金 26,286
利 益 剰 余 金 197,146

水 道 事 業 収 益 105,474
　 合　　 計　 3,867,612

資産の種類 現在高 減価償却累計額 償却未済高
土 　 　 　 　 地 14,283 0 14,283
立 木 149 0 149
建 物 172,948 24,411 148,537
構 築 物 4,613,057 1,517,139 3,095,918
機 械 装 置 452,947 190,436 262,511
車 両 運 搬 具 763 725 38
工 具 備 品 408 387 21
建 物 仮 勘 定 10,360 0 10,360
　 合 　 計 　 5,264,915 1,733,098 3,531,817
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平成26年度上半期

公営事業の 業務状況病 院 事 業

患者利用状況 (平成26年４月１日～ 9月30日)

（単位：千円） （単位：千円）

借　　　　　方 貸　　　　　方
科　　目 金　額 科　　目 金　額

固 定 資 産 4,223,753 固 定 負 債 3,753,061
有形固定資産 4,214,453 企 業 債 3,753,061

流 動 負 債 198,020
無形固定資産 0 企 業 債 91,145

未 払 金 97,991
投 資 9,300 引 当 金 0

流 動 資 産 1,055,804 預 り 金 5,842
現 金 預 金 746,321 仮 受 消 費 税 3,042

繰 延 収 益 164,404
未 収 金 254,931 長 期 前 受 金 164,404

資 本 金 2,073,809
貯 蔵 品 26,649 資 本 金 2,073,809
前 払 金 0 剰 余 金 △ 902,784
仮 払 消 費 税 27,903 資 本 剰 余 金 0

欠 損 金 902,784
病 院 事 業 費 用 933,991 病 院 事 業 収 益 927,038
　 合　　 計　 6,213,548 　 合　　 計　 6,213,548

診療科 H25上期 H26上期
内 科 13,848 13,304
外 科 1,515 1,209
整 形 外 科 4,620 4,949
人 工 透 析 1,015 1,003
小 児 科 3,011 3,095
眼 科 859 809
歯 科 4,869 5,040
通 所 リ ハ ビ リ 2,294 2,670
訪 問 リ ハ ビ リ 322 582
 延 人 数 　 32,353 32,661
１ 日 あ た り 258.8 261.3 

病　棟 H25上期 H26上期(病床利用率)
一 般 病 棟 9,505 9,184 ( 83.6％ )
療 養 病 棟 7,767 8,025 ( 87.7％ )

計 17,272 17,209 ( 85.5％ )
1日 あ た り 94.4 94.0

【外来】 （単位：人） 【入院】 （単位：人）

経理状況 （平成26年４月１日～９月30日） 貸借対照表 （平成26年９月30日現在）

区　　　　　分 予算額 執行額

収
　
益
　
的

収
　
入

病 院 事 業 収 益 2,125,009 930,080

医 業 収 益 1,460,139 707,823

介護サービス収益 311,163 151,885

医 業 外 収 益 305,161 22,317

特 別 利 益 48,546 48,055

支
　
出

病 院 事 業 費 用 2,181,367 961,045

医 業 費 用 2,004,152 836,570

医 業 外 費 用 78,996 37,392

特 別 損 失 97,219 87,083

予 備 費 1,000 0

資
　
本
　
的

収
　
入

資 本 的 収 入 130,084 45,167

企 業 債 39,300 0

出 資 金 90,784 45,167

補 助 金 0 0

支
　
出

資 本 的 支 出 225,670 103,897

建 設 改 良 費 39,390 11,464

企業債償還金 181,480 90,333

看護師奨学金貸付金 4,800 2,100
（単位：千円）

有形固定資産 （平成26年９月30日現在）

資産の種類 現在高 減価償却累計額 償却未済高
土　　　　 地 531,373 531,373
建　　　　 物 4,955,205 1,589,991 3,365,214
構 　 築 　 物 134,981 122,016 12,965
機 械 備 品 1,291,654 990,788 300,866
車 両 運 搬 具 13,898 9,863 4,035
　 合　　 計　 6,927,111 2,712,658 4,214,453
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問い合せ先
岩美病院　事務局
☎73－1421

地域に密着した医療を
目指して

　

現
在
岩
美
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
に
は
、
理
学
療
法
士
7

名
、
作
業
療
法
士
2
名
が
日
々
の

業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
2
名
の
理
学
療
法
士
が
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
の

業
務
に
あ
た
り
、
残
り
の
理
学
療

法
士
5
名
、
作
業
療
法
士
2
名
が

院
内
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
1
名
と
作
業
療
法

士
1
名
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
在
宅
療
養
し
て

お
ら
れ
る
患
者
様
の
家
に
出
向
い

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　　

平
成
24
年
度
よ
り
、
三
日
間
以

上
の
連
休
と
な
っ
た
際
に
半
数
の

ス
タ
ッ
フ
が
出
勤
し
、
入
院
患
者

様
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
連
休
時
、
年
末
年
始
な
ど

が
こ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
患
者
様
の
早
期
回
復
・

社
会
復
帰
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
、
7
名
が
力
を
合
わ
せ
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

怪
我
や
病
気
で
あ
る
日
突
然
歩

け
な
く
な
る
…
そ
ん
な
と
き
、
私

た
ち
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
は
専
門
職
と
し
て
「
一
歩
」
を

踏
み
出
す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

リハビリテーション室　副室長　　川口　美保

リハビリテーション室の
紹介と取組み

実施日 実施団体 実施場所 参加人数

10月18日（土） 吾妻商事有限会社 浦富海岸 １５０人

11月２日（日） 日本サーフィン連盟鳥取支部 羽尾海岸 ２３０人

11月８日（土） 岩美町労働組合連合会青年部 城原・鴨ヶ磯海岸 　２０人

《ボランティア清掃お世話になりました》

　

階
段
を
上
が
る
、
お
風
呂
に
入

る
、
ト
イ
レ
に
座
る
…
ち
ょ
っ
と

し
た
コ
ツ
で
、
動
き
や
す
く
な
る

こ
と
も
…

　

そ
ん
な
と
き
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
は
“
生
活
動
作
”
の

専
門
職
と
し
て
身
体
と
暮
ら
し
に

合
わ
せ
た
「
自
立
」
を
支
援
し
ま

す
！
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シリーズ人権学習 人権の振り返り

　師走を迎え、平成26年も残すところ１か月となり

ました。一人ひとりが、自分自身の１年のいろいろ

な出来事を振り返ることは、新しい年のめあてにつ

ながるのではないかと思います。ぜひとも、振り返

りをお勧めします。

　12月は、４日から10日まで、人権週間の期間になっ

ています。人権週間は、1948年（昭和23年）12月

10日に国際連合第３回総会において、世界人権宣言

が採択されたことを記念して、日本でも翌年に、12

月10日（世界人権デー）を最終日とする１週間（12

月４日～ 10日）を人権週間と定めました。ですから、

世界人権デーを中心に、日本のみにとどまらず世界

中の国々で、人権に関する様々な取り組みや行事や

振り返りがなされています。

　平成26年、鳥取県では、手話言語に関するさらな

る取り組みの推進、第14回全国障がい者芸術・文化

祭とっとり大会（７月12日～ 11月３日）の開催等、

人権尊重の取り組みが積極的に行われました。岩美

町でも、岩美北小学校を会場として、人権教育研究

発表会が、「参加、体験、協力」を人権意識、人権感

覚の礎と考え、一人ひとりが大切にされる学習が公

開されました。

　そうした様々な取り組みに参加させていただくた

びに、主催者や関係者の「チーム一丸」の熱意や取

り組みを感じました。これからも、少しずつ少しずつ、

何度も何度も、人権に関する研修も深めていきたい

ものだと思っています。

� （人権教育推進員）

128

食育・健康だより 健康対策課 ☎73-132212月

　○に当てはまる言葉は分かりましたか？これからの時期、忘年会に冬休みの旅行、初詣などで人込みに出る機会
が増えるため、インフルエンザ予防が特に重要です。インフルに「かからない」ことと、インフルを「うつさない」
ことを心がけ、元気に冬を乗り越えましょう！

インフル予防 のキーワード 
「○○らない」 と 「○○さない」

　12月22日は冬至。「冬至にかぼちゃを食べる」風習は、風邪をひかず、寒い冬を迎える準備として、よく知られ
ていますが、こんないわれもあるんです。
　冬至に「ん」のつくものを食べると「運」が呼び込めるといわれ、「運盛り」という縁起をかついだ風習です。
　かぼちゃは、南瓜（なんきん）と呼ばれることから、「ん」が２つも入る、まさに運気アップ食材。おまけに、
英語でもパンプキン。ますます運気がアップしそうですね。

 冬至かぼちゃで運気アップ！

【作り方】
①� 水切りした絹豆腐を、すり鉢でなめらか

になるまですりつぶし、【■】を混ぜ合
わせる。

②� ゆでたかぼちゃを①で和える。

→２cm角のサイコロ型に切り、ゆでる。
　ペーパーにのせ、水気をきっておく
→適当な大きさに切り、さっとゆでる。
　ザルにあげて冷まし、水切りする

【材料】（４人分）
かぼちゃ���������� 300ｇ

絹豆腐���������� １/４丁

■味噌�������� 小さじ１/２
■しょう油�������� 小さじ２
■砂糖���������� 小さじ１
■練りごま（白）������ 大さじ１

かぼちゃの白和え

★南瓜を含め、蓮根、人参、銀杏、金柑、寒天、饂飩（うんどん）＝うどんの７種類は、
「冬至の七種（ななくさ）」といわれ、運盛りを代表する食材です。

インフルエンザに
「かからない」ためには？

かかってしまった場合、
「うつさない」ためには？

①手洗い・アルコール消毒　②うがい　③マスク
④予防接種　⑤十分な睡眠とバランスの良い食事

①マスク　②定期的な換気　③ドアノブなどの消毒
④部屋の加湿

岩美町チャンネルでも、

インフル予防について放送中！

土曜ドキドキドクター
毎週土曜日・毎時55分から
※インフル予防は第１・第３土曜



と
　
き

　
平
成
26
年
12
月
10
日（
水
）午
前
９
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

内
　
容
　
閉
講
式
、
学
習
成
果
発
表
会

＊
学
級
生
の
み
な
さ
ん
は
銭

太
鼓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
平
成
26
年
12
月
５
日
（
金
）
か
ら　

　

12
月
28
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

今
か
ら
１
５
０
年
昔
（
安
政
年
間
）、

鳥
取
の
風
景
を
絵
と
文
章
で
記
録
し
た

「
稲い

な

ば

か

け

い

む

だ

あ

る

き

葉
佳
景
無
駄
安
留
記
」（
コ
ピ
ー
）
と
、

こ
れ
を
参
考
に
吉
田

政
博
さ
ん
（
浦
富
）

が
か
か
れ
た
約
20
点

の
掛
軸
を
展
示
し
ま

す
。

　

中
央
公
民
館
は
、
12
月
31
日
（
水
）

か
ら
１
月
５
日
（
月
）
ま
で
休
館
と
し
、

年
始
は
１
月
６
日
（
火
）
か
ら
平
常
開

館
し
ま
す
。

 

☆
高
齢
者
大
学

「
稲
葉
佳
景
無
駄
安
留
記
」

 

風
景
画
展  

 
☆
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

巻
き
舌
に
な
っ
て
き
ま
し
た
酔
っ
て
い
る

 

山
下　

節
子

と
り
巻
き
が
イ
エ
ス
マ
ン
だ
け
し
か
い
な
い

 

小
西　

幸
安

母
の
巻
く
糸
へ
両
手
を
貸
し
た
日
よ

 

山
田　

た
ぬ

泡
銭
で
い
い
か
ら
当
た
れ
宝
く
じ

 

田
口　

清
帆

田
ん
ぼ
よ
り
銭
金
欲
し
い
子
が
五
人

 

浜
岡　

敏
子

あ
っ
と
ろ
し
激
し
い
嫁
の
口
応
え

 

山
下　

蟹
郎

鍬
を
振
る
胸
は
激
し
い
音
が
す
る

 

飯
野　

菖
子

こ
っ
そ
り
と
泣
く
に
は
月
が
明
る
過
ぎ

 

石
谷
美
恵
子

満
開
の
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
に
立
つ
案
山
子

作
り
し
人
ら
の
声
が
聞
こ
ゆ
る

 

小
谷　

節
子

窓
か
ら
の
秋
風
受
け
て
疲
れ
し
か

夫
は
深
く
眠
り
の
中
に

 

安
木　

和
代

油
蝉
梅
雨
明
け
た
り
と
知
ら
す
の
か

散
歩
す
る
道
か
し
ま
し
く
鳴
く

 

西
村　

節
雄
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11
月
1
日(

土)

か
ら
3
日(

月)

ま
で
の
3
日
間
、
中
央
公
民
館
を

中
心
に
第
14
回
い
わ
み
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
民
作
品
展
会
場
に
は
、
絵
画
、
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
、

工
芸
作
品
な
ど
、
色
と
り
ど
り
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
今
年
も

県
展
表
彰
作
品
を
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
花
を
添
え
ま
し

た
。
中
庭
に
は
浦
富
「
と
の
ま
ち
小
菊
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

立
派
な
小
菊
が
勢
揃
い
、
か
わ
い
ら
し
い
金
魚
「
出
雲
ナ
ン
キ
ン
」

も
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
出
雲
ナ
ン
キ
ン
は
尾
び
れ
が
美
し
く
、

泳
ぐ
姿
は
優
雅
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
観
賞
に
き
て
い
た
女
性

は
、「
い
つ
ま
で
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
に
催
し
物
が
開
催
さ
れ
、
時
折
雨
が
降
っ

た
り
、
晴
れ
間
も
の
ぞ
い
た
り
と
い
う
不
安
定
な
天
候
の
中
で
し

た
が
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公民館
だより

No.
449

町民作品の展示

▲読書フォーラムでの表彰式

▲芸能発表会の様子

問い合せ先

岩美町中央公民館
☎72-0510
FAX73-1440

*

** *
* *第14回いわみフレッシュフェスティバル

盛況のうちに終わる



図書館だより
No. 72-0510105

ホームページをご利用ください
☆インターネットや携帯電話から本の検索や
予約ができます。

☆予約した本や雑誌が貸出可能になったら
電話かメールでお知らせします。

　http://lib.iwami.gr.jp/
注：ホームページからの予約は利用者登録が必要です。

携帯電話はこちら

【文学】
黄金（きん）の鳥� 阿部　智里
昨日みた夢� 宇江佐真理
天盆� 王城　夕紀
O介� 金鋸　一正
蜂に魅かれた容疑者� 大倉　崇裕
にじいろガーデン� 小川　　糸
二重螺旋の誘拐� 喜多　喜久
春遠からじ� 北原亜以子
神隠し� 佐伯　泰英
徘徊タクシー� 坂口　恭平
一人っ子同盟� 重松　　清
きょうのできごと、十年後� 柴崎　友香
Red� 島本　理生
愛なんて嘘� 白石　一文
天（そら）の梯（かけはし）� 髙田　　郁
島津戦記� 新城カズマ
傲慢な婚活� 嶽本野ばら
繁栄の昭和� 筒井　康隆
かたづの！� 中島　京子
丹生都比売� 梨木　香歩
風花帖� 葉室　　麟
心ひとつに� 早見　　俊
純喫茶「一服堂」の四季� 東川　篤哉
私家本椿説弓張月� 平岩　弓枝
波風� 藤岡　陽子
喝采� 藤田　宜永
初恋料理教室� 藤野　恵美
魔術師の視線� 本多　孝好
物語のおわり� 湊　かなえ
荒神� 宮部みゆき
還暦からの電脳（デジタル）事始� 高橋源一郎
妻の沈黙� A.S.A.ハリスン
ハリー・クバート事件� ジョエル　ディケール

【社会・自然】
迫り来る日本経済の崩壊� 藤巻　健史
殺人犯はそこにいる� 清水　　潔
考える力、やりぬく力私の方法� 中村　修二

利  用  案  内
開館時間　月～金　午前９時～午後７時
　　　　　土・日　午前９時～午後５時

休館日　祝日・毎月最終火曜日
★今月の休館日は23日天皇誕生日、30日最終火曜日
＊年末年始の為12月31日～１月５日まで休館とさせていただき

ます。ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いします。

・本は一人10冊まで２週間借りられます。
・予約本は連絡から１週間以内にお受け取りください。
　次の予約の方が待っておられます。
　本は返却期限内にお返しください。
★本は水に弱いので気をつけてください。
　（雨の日には袋に入れて持って来てください。）
★破れたときはテープを貼らないでそのまま持ってきてください。

あたらしい本

＊雨の日も貸出しがあります。

館外貸出日程表
長 者 寮・里 久 の 里・あ す な ろ
松 風 の 郷・ア サ ン テ 幸 風
み な み 保 育 所

（第1・3火曜日）

大岩保育所
（第1・3水曜日）

浦富保育所
（第1・3木曜日）

12月02日
12月16日

12月03日
12月17日

12月04日
12月18日

日　時　12月11日（木）　午前９時30分～
場　所　中央公民館　　　★材料代が必要です。

グラスアート講習会

影絵とかんたんクッキング ★影絵劇団みみずく★

日　時　12月25日（木）
　　　　　～ 29日（月）
時　間　午前10時30分～
場　所　中央公民館

日　時　12月21日(日)午前10時～
場　所　中央公民館

―日　程―
10:00�影絵「ブレーメンの音楽隊」他
　 　�影絵劇団みみずく
11:00�かんたんクッキング
　 　�「デコレションケーキ」

冬休み映画会
上映作品
12/25�「ねぎぼうずのあさたろう」
12/26�「みにくいアヒルの子」
12/27�「名探偵コナン」
12/28�「かいけつゾロリ」
12/29�「森のなかまたち」

申し込み期限� 12月18日（木）
持ってくるもの
材料代200円・エプロン・
三角巾・持ち帰り用の箱

生
き
て
ゐ
る
倖
せ
思
ふ
敬
老
日
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村
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の
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狂
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八
十
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と
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人
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田　

和
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秋
の
日
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す
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と
落
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闇

 

鳥
井
志
を
り

役
目
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え
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す
だ
れ

 

小
林　

里
枝

恙
な
く
今
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供
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飯

 

引
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里
江

落
日
は
赤
く
輝
き
染
め
ゆ
き
ぬ

台
風
一
過
の
清
し
き
空
を

 

横
山　

芳
子

ピ
ー
ポ
ー
に
運
ば
れ
「
生
協
病
院
」
へ

オ
シ
メ
に
触
れ
て
現
実
を
知
る

 

井
筒
三
重
子

白
き
実
を
つ
け
し
ゴ
ー
ヤ
の
カ
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テ
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に

ぽ
つ
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と
一
つ
秋
の
夕
ぐ
れ
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美

電
線
の
つ
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め
数
え
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登
校
の

児
ら
の
ほ
っ
ぺ
に
朝
陽
輝
く

 

城
戸
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鶴
子

広報いわみ  2014年12月号19



広報いわみ  2014年12月号 20

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせ

記帳・帳簿等の保存制度の対象者拡大

来署による相談は事前に
予約をお願いします

　林業の仕事をしていたことがありませんか？
　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取っていない方を探し
ています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入していたか分か
らない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手続（共
済手帳の紛失、退職金の請求等）の必要が生じた場合はできうる限りの範
囲において速やかに対応したいと考えておりますので、本部又は鳥取支部
へお問い合わせ、ご相談くださいますようお願いいたします。
問　①独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部
〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル　
　☎03－6731－2887　　FAX03－6731－2890
・詳しくはホームページでもご案内しております。
http:/www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
②林業退職金共済事業鳥取県支部　〒680-0947　鳥取市湖山町西2-413
　☎28－0121　　FAX28－1235

　平成26年１月から個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を
行う全ての方について、記帳と帳簿等の保存が必要となりました。

　税務署では、書類や事実関係を
確認する必要があるなど、電話で
の回答が困難な場合には、電話等
で事前に予約をいただいた上で相
談をお受けしています。
※ご予約の際には、お名前・ご住

所・ご相談内容等をお伺いいた
します。

問　鳥取税務署　☎22－2141

　税務署では、記帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説
明会」を実施しています。
※説明会への出席を希望される方は、最寄りの税務署までお問い合わせください。

有��

料��

広��

告

マリエンはあなたの婚活を応援します！
独身のご子息・ご令嬢様のおられる親御様。

まずは無料相談会にどうぞお気軽にご参加ください。
（お1人ずつ対応させて頂きます）

詳しくは までお問い合せください

☎0857-30-4330 鳥取市南吉方1丁目112-1
営業時間 ９：00～17：00 
火曜日（定休日）で 検索スタジオ昴

ハローワーク鳥取
出張職業相談会

鳥取県の奥深い話題満載！
県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』
104号（12月１日発行）

好評発売中！

お仕事を探されている皆様
(ハローワークを利用した事のない
方、ハローワークへ出向くのが困
難な方など是非ご参加ください)

【内容】
*職業相談
　求人情報の印刷提供

(紹介状を希望の方はハロー
ワークで求職登録後、窓口での
発行となります)

*訓練相談
公共職業訓練・求職者支援訓練
のご案内

　日時：平成26年12月18日(木)
　　　　10：00 ～ 12：00
　　　　(受付時間11：30まで)
　場所：岩美町中央公民館

問　ハローワーク鳥取
　　　　　　　☎23－2021(41＃）
　商工観光課　☎73－1416
　福祉課　　　☎73－1333

　東伯町・赤碕町が合
併して誕生、10周年
を迎えた琴浦町。同町
には、自然、歴史、文化、
食と好奇心がくすぐら
れる魅力が満載。巻頭
特集では、それらを紀行で紹介し
ます。特集では、南部町に拠点を
置き、西日本各地を巡回する伝統
の「伊勢大神楽」に迫りました。
■取扱場所／
下記事務局、県内書店ほか。
■定価／１部309円（税込）
■発行／年４回（３，６，９，12月）
問　鳥取県広報連絡協議会

（県庁内） ☎26－7086

予約不要

※パソコンによる適職診断
も行っております。

案内

●自宅やオフィス、税理士事務所などからインターネットを
利用して、申告、申請、届出等ができます。

●ダイレクト納付やインターネットバンキングによる納付
ができます。

おうちで作成・ネットで申告　　　　　

詳しくは　イータックス　　で　　検索➡

e-Taxを利用すると･･･
●国税庁ホームページから電子申告　●添付書類の提出を省略
●還付がスピーディー

広島国税局キャラクター
広島主税（ちから）くん

国税庁 で 検索➡詳しくは ※「個人で事業を行っている方の記帳・帳簿
等の保存について」をご覧ください。
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リファーレンいなば
12月リサイクルファクトリー・

スケジュール

12月1日は世界エイズデー
「AIDS IS NOT OVER

～まだ終わってない～」
内　容 日　　　時 定員 費用

風呂敷の包み方 12/ ５ （金）
10：00 ～ 12：00 10人 無料

マイバッグ 12/10（水）
10：00 ～ 15：00 10人 無料

ガラス工芸
ステンド風の小窓

12/12（金）
10：00 ～ 15：00 10人 200円

健康布ぞうり 12/13（土）
10：00 ～ 15：00 10人 100円

裂き織り 12/16（火）
10：00 ～ 15：00 ４人 実費

木工
色紙サイズの額

12/17（水）
10：00 ～ 12：00 ４人 200円

※くわしくは、電話で問い合せください。
※上記以外の体験講座や、外部出張も行います。
　お気軽にご相談ください。

ま ち の 求 人 案 内
ハローワーク鳥取受理分（11月14日現在）

＊ハローワーク鳥取に関する求人を掲載しています。
　引き続きインターネット検索により情報を役場中央玄関パンフレットスタンドに掲示しています。
　求人がすでに採用済みとなっている場合もありますのでご了承ください。
＊就職の希望・紹介状の発行・問い合わせは、ハローワーク鳥取（鳥取公共職業安定所 ☎23-2021）まで。

人口と世帯　（平成26年11月１日現在）

　　　　　人　口　12,228人（△29）

　　　　　　　　　 男  5,817人（△7）

　　　　　　　　　 女  6,411人（△22）

　　　　　世帯数　4,380世帯（3) 

事　業　所 所在地 職　　種 賃　金（円） 就業時間

岩美町国民健康保険岩美病院 浦富1029-2
看護師 180,500 ～ 235,200

8時30分～ 17時15分
16時30分～翌1時00分
0時30分～ 9時00分

薬剤師 178,200 ～ 8時30分～ 17時15分

福 上 工 業　 株 式 会 社 新井550番地 工事現場施工作業員 180,000 ～ 230,000 8時00分～ 17時00分
株 式 会 社　 日 本 海 フ ー ズ 大谷2182-454 出荷業務従事者 173,600 9時00分～ 18時00分

吾 妻 商 事　 有 限 会 社 浦富3081-21
大型運転手

184,000 ～ 230,000 8時00分～ 17時00分
重機運転手

有限会社クリーンサービス岩美 新井555番地1
管理助手

150,150 ～ 161,700 8時00分～ 17時00分
清掃員

株本建設工業　株式会社　岩美営業所 岩井520 土木作業員兼重機オペレーター 207,000 ～ 218,500 8時00分～ 17時00分
有 限 会 社　 コ タ ニ 岩井271-2 製造事務 135,000 ～ 159,900 8時30分～ 17時30分

株 式 会 社 テ ク ノ・
サ ー ビ ス 鳥 取 営 業 所

鳥取市南吉方1-63-1
農協共済福祉事業団
本社ビル４階

製造スタッフ
就業場所：岩美町

141,193 8時10分～ 17時05分

株 式 会 社　 カ イ ン ド サ ー
ビ ス エ ー ジ ェ ン シ ー

鳥取市山城町5-11

リチウム電池の目視検査 139,500 8時15分～ 17時00分

リチウム電池製造オペレー
ター（2交替勤務）

168,000
(1)8時15分～ 20時25分
(2)20時15分～ 8時15分
(3)8時15分～ 17時00分

株 式 会 社　 田 中 組 白地24-3 作業員 186,400 ～ 233,000 8時00分～ 17時00分
パート
ア イ エ ム 電 子　 株 式 会 社 鳥取市山城町6番40号 電子部品の運搬

就業場所：岩美町 850 ～ 900 7時30分～ 18時30分の
間の6時間程度

株 式 会 社　 フ ォ ー シ ー ズ ン 鳥取市湖山町
東1丁目117-37

出荷作業
就業場所：岩美町 750 ～ 800 8時00分～ 18時00分の

間の6時間程度

NPO法人　きなんせこども館 浦富2475-33 看護師または准看護師 1,200 ～ 1,400 (1)14時00分～ 18時00分
(2)13時00分～ 17時00分

株 式 会 社 　 葬 仙 鳥取市商栄町171 フロントアシスタント
就業場所：岩美町 800 9時00分～ 17時00分

株 式 会 社　 日 本 海 フ ー ズ 大谷2182-454 水産加工員 680 ～ 900 8時00分～ 17時00分の
間の7時間以上

平成25年10月分 180,000

平成26年10月分 176,510

増減量 △3,490

 コメント
　昨年同月と比べ3,490kg減少となりま
した。ご協力ありがとうございました。
生ごみを処理する破砕型生ごみ処理機

（ママサポート）を普及させたいです。
補助金申請をお願い致します。
問　環境水道課　☎73－1567

岩美町の可燃ごみの量
 （単位：kg）

　WHO（世界保健機関）は、12月1
日を世界エイズデーと定め、エイズ
に関する啓発活動などを実施してい
ます。
　鳥取県では世界エイズデーに併せ
て、啓発活動を行うとともに臨時検
査を実施します。（性感染症、肝炎、
風しん検査も併せて実施）

HIV（エイズウイルス）に感染して
いるかどうかは、検査を受けなけれ
ばわかりません。
◆エイズ検査は、無料・匿名です。
　（検査料金や保険証はいりません。
名前を聞かず、検査番号を使用します）
◆検査内容
　HIV検査（迅速検査 または 通常検査）
※迅速検査：陰性以外の場合は確認検

査を実施し、2週間後に結果をお伝
えします。

※通常検査：2週間後に再度保健所へ
来ていただき、結果をお伝えします。

申・問　リファーレンいなば
 （鳥取市伏野2220）
　　　　☎59－6026
休　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

日にち 受付時間 検査内容

定例検査
（要予約）

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日） 13:30 ～

15:30

①HIV検査
②性感染症検査
③肝炎検査
④風しん検査休日検査

（予約不要）
12月7日（日）

※検査は、東部福祉保健事務所（鳥取保健所）
1階で行います。

問　鳥取県東部福祉保健事務所（鳥
取保健所）
健康支援課　医薬・疾病対策担当
☎22－5694
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《町の木》ま　   つ

《町の花》かきつばた

《町の海産物》松葉がに

森をまもりながら
紙をつくる。

FSC森林認証紙
を使用しています。

〒680－8571　鳥取県八頭郡八頭町北山63-1　八頭町役場 企画課
TEL：0858－84－1228　　FAX：0858－84－2818　　E-Mail：yazu-kikaku@town.yazu.tottori.jp

　岩美町役場企画財政課　　　　智頭町役場企画課　　　　　　若桜町役場企画財政課
　TEL：0857－73－1412　　　TEL：0858－75－4112　　　TEL：0858－82－2231

申込・
問い合せ先

チョコレートが溶け
るくらい

熱い恋をしませんか
♡

主    催：東部４町（八頭町、岩美町、智頭町、若桜町）

東部４町合同結婚推進事業

年末年始の
業務について

・役場の業務は、年末は12月30日（火）まで行い、年始は、１月６日（火）から平常ど
おり行います。

・戸籍に関する届出（死亡届、出生届、婚姻届など）は、閉庁中でも日直が受付します。

　各施設の年末年始の業務は下記のとおりです。

○：通常どおり　　休：閉庁、休館等
※：通常業務と異なります。（下記をご覧ください。）

◆町営バスは、1月1日（木）・2日（金）は運休します。12月31日（水）
は土休日ダイヤで運行します。

◆日交バスは、12月31日（水）は、始発地を18：00発まで、1月1日（木）
から1月3日（土）の間は、土休日ダイヤかつ始発地を10：00発から
17：00発まで運行します。

◆JＲは、12月30日（火）から1月2日（金）の間は、土休日ダイヤで
運行します。

平成26年12月 平成27年１月
問合せ先
電話番号26日

（金）
27日

（土）
28日

（日）
29日

（月）
30日

（火）
31日

（水）
１日

（木）
２日

（金）
３日

（土）
４日

（日）
５日

（月）
６日

（火）
役場

（福祉課・健康対策課を含む）
○ 休 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 73－1411

岩美病院 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ 73－1421

中央公民館
町立図書館（火曜定休）

○ ○ ○ ○
○

※午後5時
15分まで

休 休 休 休 休 休 ○ 72－0510

大岩こども館
本庄中央児童館

○ ○ 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○
大岩　72－0096
本庄　72－1931

子育て支援センター ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 72－2922
子育て支援センター親子ふ
れあい館（旧東浜保育所）

○ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休
73－0900

（要予約：72－2992）

旧清掃
工場

布団持ち込み
（月・水・金の午前中）

○ 休 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

環境水道課
73－1567

廃油受け入れ
（月・水・金の午前中）

○ 休 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

ごみ
収集

可燃ごみ ○ ○ 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ ○
不燃ごみ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

町営バス ○ ○ ○ ○ ○ ※ 休 休 ○ ○ ○ ○
企画財政課
73－1412

日交バス ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○ 72－1321
ＪＲ ○ ○ ○ ○ ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○ ○ 72－0318

開 催 日　平成27年２月７日（土）　　　時　　間　15：00 ～ 18：00（受付14：30 ～）

場　　所　「cafe SOURCE（カフェソース）」　鳥取市弥生町227

募集対象　男性　東部４町在住の25歳～ 45歳くらいの独身の方
　　　 　女性　25歳～ 45歳くらいの独身の方

参 加 費　男性　3,500円、女性　3,000円（当日集金します）

内　　容　食事、ドリンク（アルコール有）　グループでお菓子作りに挑戦、簡単なゲーム、フリートーク

申込締切　平成27年１月15日（木）必着
　　　　　※応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定します。（ご参加の際には、お車はご遠慮願います。）

申込方法　①氏名　②年齢　③性別　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号　を明記のうえ、はがき、
 　　　　FAX、またはE-Mailでお申し込みください。（電話での申し込みは受付けておりません）

定　　員　男女各20名


